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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの水性下塗り塗料（Ａ）から得られた、少なくとも１つの色を与えおよ
び／または効果を与える下塗り塗膜（Ａ）および少なくとも１つの液状クリアラッカー（
Ｂ）から得られた少なくとも１つのクリアコート（Ｂ）を含有する、色を与えおよび／ま
たは効果を与えるマルチコートを上塗りする方法において、
（１）マルチコートの外側表面上に、下塗り塗膜（Ａ）が得られる水性下塗り塗料（Ａ）
または水性下塗り塗料（Ａ）の１つに相応している、被覆する顔料を全体量に対して２０
質量％まで含有するかまたは完全に含まない水性塗料の抽出液を２．５～５バールのスプ
レー圧力で空気圧スプレー塗装によって塗布し、
（２）生じる層（１）を、完全に硬化させることなく脱気しおよび／または乾燥させ、
（３）生じる脱気された層（２）および／または乾燥させた層（２）を、下塗り塗膜（Ａ
）が得られる水性下塗り塗料（Ａ）または水性下塗り塗料（Ａ）の１つに相応している水
性塗料で空気圧スプレー塗装によって０．３～１．８バールのスプレー圧力で被覆し、
（４）生じる水性下塗り塗料層（３）を、完全に硬化させることなく脱気しおよび／また
は乾燥させ、
（５）生じる脱気された水性下塗り塗料層（４）および／または乾燥された水性下塗り塗
料層（４）を少なくとも１つの液状クリアラッカーで被覆し、
（６）生じるクリアラッカー層（５）、水性下塗り塗料層（４）および層（１）ならびに
他の場合によっては存在する硬化されていない層を共通に硬化させることを特徴とする、
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色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートを上塗りする方法。
【請求項２】
　マルチコートをウェット・オン・ウェット塗布方法により得る、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　マルチコートを静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ）により得る、請求項１または２記載の方
法。
【請求項４】
　マルチコートを全面で上塗りする、請求項１から３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　マルチコートを単数または複数の損傷個所ならびに全ての境界領域で限界に達するまで
上塗りする、請求項１から４までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　損傷個所を処理工程（１）の前で清浄化および／または研磨によって準備する、請求項
１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　水性下塗り塗料（Ａ）およびその抽出液が少なくとも１つのイオン性および／または非
イオン性で安定化された飽和ポリウレタン、イオン性および／または非イオン性で安定化
された不飽和ポリウレタンおよび／またはオレフィン系不飽和化合物でグラフトされた、
イオン性および／または非イオン性で安定化されたポリウレタンを結合剤として含有する
、請求項１から６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　水性下塗り塗料（Ａ）およびその抽出液が少なくとも１つの架橋剤を含有する、請求項
７記載の方法。
【請求項９】
　架橋剤をアミノプラスト樹脂、封鎖されたポリイソシアネートおよびトリス（アルコキ
シカルボニルアミノ）トリアジンからなる群から選択する、請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　抽出液が全く顔料を含んでいない、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　処理工程（１）で層（１）を全湿式層厚で塗布し、硬化後に処理工程（６）で２～５０
μｍの乾式層厚を生じる、請求項１から１０までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　処理工程（２）での層（１）の脱気および／または乾燥をおよび／または処理工程（４
）での層（３）の脱気および／または乾燥を、層（１）および／または（３）の温度の上
昇、層（１）および／または（３）上への層状の空気流の導入および／または周囲大気中
での空気湿分の減少によって促進させる、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１３】
　単数または複数のクリアラッカーを処理工程（５）で２．５～５バールのスプレー圧力
で塗布する、請求項１から１２までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　処理工程（５）で塗布された単数または複数のクリアラッカー層を硬化前に処理工程（
６）で脱気する、請求項１から１３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　クリアラッカーとして常用の一成分系クリアラッカー、二成分系クリアラッカーまたは
デュアル硬化クリアラッカーを使用する、請求項１から１４までのいずれか１項に記載の
方法。
【請求項１６】
　クリアラッカーは、マルチコート塗装系のクリアコートが得られるクリアラッカー（Ｂ
）に本質的に相応するかまたは該クリアラッカー（Ｂ）と同一である、請求項１から１５
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までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　一成分系クリアラッカーがヒドロキシル基含有の結合剤および架橋剤として封鎖された
ポリイソシアネート、トリス（アルコキシカルボニルアミノ）トリアジンおよび／または
アミノプラスト樹脂または結合剤として側位のカルバメート基および／またはアロファネ
ート基を有するポリマーおよび架橋剤としてアミノプラスト樹脂を含有し、二成分系クリ
アラッカーがヒドロキシル基含有の結合剤およびポリイソシアネートを含有し、デュアル
硬化クリアラッカーが付加的に化学線で活性化可能な官能基および／またはこのような官
能基を有する付加的な成分を含有する一成分系クリアラッカーまたは二成分系クリアラッ
カーである、請求項１から１６までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１８】
　マルチコート塗装系が車両の量産塗装（ＯＥＭ）である、請求項１から１７までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１９】
　車両が自家用車である、請求項１８記載の方法。
【請求項２０】
　自動車製造業者で、生産ラインで実施する、請求項１から１９までのいずれか１項に記
載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、少なくとも１つの水性下塗り塗料（Ａ）から得られた、色を与えおよび／ま
たは効果を与える下塗り塗膜（Ａ）および少なくとも１つの液状クリアラッカー（Ｂ）か
ら得られた少なくとも１つのクリアコート（Ｂ）を含有する、色を与えおよび／または効
果を与えるマルチコートを上塗りする新規方法に関する。殊に、本発明は、自動車製造業
者の場合に生産ラインで得られたか、損傷を受けたか、または損傷を受けていない、色を
与えおよび／または効果を与えるマルチコートを静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ）により上
塗りする新規方法に関する。
【０００２】
　車両、殊に自家用車を修復塗装で色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートを
上塗りする場合には、しばしば色調のずれおよび／または光学的効果、殊にメタリック効
果の変化を生じる。多くの場合、この望ましくない変化は、マルチコート、当業界ではオ
リジナル塗装または量産塗装（ＯＥＭ）とも呼ばれる、が静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ）
により塗布されることによって惹起され、これに対して、修復塗装は、空気圧で塗布され
る。即ち、異なる塗布方法は、生じる下塗り塗膜中で色を与えおよび／または効果を与え
る顔料の異なる配向を生じる。
【０００３】
　原則的に、当業界は、ＥＳＴＡ塗装によって発生された色調および／または光学的効果
を空気圧で調整することができないことから出発する。
【０００４】
　色調のずれおよび光学的効果の変化を少なくとも部分的に回避させるために、量産塗装
（ＯＥＭ）の修復の際に自動車製造業者の場合の生産ラインで、色調および／または光学
的効果の点で修復すべき下塗り塗装に適合している常用の下塗り塗料、即ち有機溶剤を含
有する下塗り塗料が使用される。しかし、この方法は、極めて費用がかかる。即ち、全て
の量産の色調および／または量産の効果のために別々に常用の下塗り塗料を製造しなけれ
ばならず、自動車製造業者の場合には貯蔵しなければならないからである。
【０００５】
　欧州特許第０５２１０４０号明細書Ｂ２の記載から、重ね塗り修復塗装を得る方法は、
通常の意味で公知であり、この場合には、損傷個所の範囲内で量産塗装において最初に顔
料不含の水性の被膜形成被覆剤が塗布され、その後に修復水性塗料が塗布される。被覆剤
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は、修復水性塗料の顔料不含の抽出液であることができる。引続き、水性下塗り塗料層上
には、ウェット・オン・ウェット塗布方法でクリアラッカーが塗布され、その後に存在す
る層は、共通に硬化される。この方法は、修復塗装の場合には通常の意味で本質的な進歩
である。
【０００６】
　その間、公知の修復塗装法は、色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートの上
塗りの際に自動車製造業者の場合の生産ラインで起こる前記問題を解決することができな
かった。それというのも、通常の意味で、まさになかんずく自動車塗装工場で実施される
修復塗装の場合とは全く別の量の被覆剤および全く別の論理が必要とされるからである。
【０００７】
　本発明の課題は、公知技術水準の欠点をもはや長時間有さず、空気圧によりウェット・
オン・ウェット塗布方法により塗布されかつ硬化された、色を与えおよび／または効果を
与えるマルチコートを供給し、オリジナルの塗装または量産塗装（ＯＥＭ）と比較して不
利な色調のずれおよび／または光学的効果、殊にメタリック効果の不利な変化を蒙らない
、少なくとも１つの水性下塗り塗料（Ａ）から得られた、色を与えおよび／または効果を
与える下塗り塗膜（Ａ）および少なくとも１つの液状クリアラッカー（Ｂ）から得られた
少なくとも１つのクリアコート（Ｂ）を含有する、色を与えおよび／または効果を与える
マルチコート、殊に静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ）および硬化により得られたマルチコー
トを上塗りする新規方法を提供することである。更に、新規方法により得られたマルチコ
ートは、極めて良好に量産塗膜（ＯＥＭ）上で付着するはずである。とりわけ、新規方法
は、なかんずく自動車製造業者の場合に生産ラインで量産塗膜（ＯＥＭ）を上塗りするの
に適当なはずであり、この場合には、自動車修復塗装の場合とは全く別の問題が通常の意
味で起こる。
【０００８】
　それに応じて、
（１）マルチコートの外側表面上に下塗り塗膜（Ａ）が得られる水性下塗り塗料（Ａ）ま
たは水性下塗り塗料（Ａ）の１つに相応している、被覆する顔料を全体量に対して２０質
量％まで含有するかまたは完全に含まない水性塗料の抽出液を２．５～５バールのスプレ
ー圧力で空気圧スプレー塗装によって塗布し、
（２）生じる層（１）を、完全に硬化させることなく脱気しおよび／または乾燥させ、
（３）生じる脱気された層および／または乾燥させた層（２）を下塗り塗膜（Ａ）が得ら
れる水性下塗り塗料（Ａ）または水性下塗り塗料（Ａ）の１つに相応している水性塗料で
空気圧スプレー塗装によって０．３～１．８バールのスプレー圧力で被覆し、
（４）生じる水性下塗り塗料層（３）を、完全に硬化させることなく脱気しおよび／また
は乾燥させ、
（５）生じる脱気された水性下塗り塗料層（４）および／または乾燥された水性下塗り塗
料層（４）を少なくとも１つの液状クリアラッカーで被覆し、
（６）生じるクリアラッカー層（５）、水性下塗り塗料層（４）および層（１）ならびに
他の場合によっては存在する硬化されていない層を共通に硬化させることを特徴とする、
少なくとも１つの水性下塗り塗料（Ａ）から得られた、色を与えおよび／または効果を与
える少なくとも１つの下塗り塗膜（Ａ）および少なくとも１つの液状クリアラッカー（Ｂ
）から得られた少なくとも１つのクリアコート（Ｂ）を含有する、色を与えおよび／また
は効果を与えるマルチコートを上塗りする新規方法が見出された。
【０００９】
　以下、少なくとも１つの水性下塗り塗料（Ａ）から得られた、色を与えおよび／または
効果を与える少なくとも１つの下塗り塗膜（Ａ）および少なくとも１つの液状クリアラッ
カー（Ｂ）から得られた少なくとも１つのクリアコート（Ｂ）を含有する、色を与えおよ
び／または効果を与えるマルチコートを上塗りする新規方法は、本発明による方法と呼ば
れる。
【００１０】
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　公知技術水準に関連して、意外なことに、本発明が基礎とする課題を本発明による方法
により解決することができたことは、当業者にとって予想することができなかったことで
ある。殊に、量産塗装（ＯＥＭ）で上塗りされた、色を与えおよび／または効果を与える
マルチコートは、量産塗膜（ＯＥＭ）が静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ）により得られた場
合であってもむしろ不利な色調のずれおよび／または光学的効果、殊にメタリック効果の
不利な変化をもはや示さなかったことは、意外なことであった。これは、ＥＳＴＡ塗装に
より生じた色調および光学的効果を、意外なことに、当業界での見解とは異なり空気圧で
調整することができたことを意味した。なかんずく、本発明による方法により得られたマ
ルチコートが卓越して量産塗膜（ＯＥＭ）上で付着することは、意外なことであった。
【００１１】
　本発明による方法は、色を与えおよび／または効果を与える、有利に色を与えおよび効
果を与えるかまたは効果を与えるマルチコートの上塗りに使用される。これは、例えばマ
ルチコートが機械的作用および／または化学的作用によって損なわれている場合に、修復
の目的で行なうことができる。しかし、上塗りは、損傷されていないマルチコートの際に
、例えば色調の変化および／または光学的効果の変化、殊に適合が必要とされる場合には
実施されてもよい。
【００１２】
　マルチコートは、保護、装飾、耐引掻性および耐磨耗性ならびに耐蝕性の上昇、清浄化
挙動の改善、離型の改善および付着力の減少、防錆効果の発生、抗反射特性の発生および
／または破裂圧力の上昇に使用することができる。このマルチコートは、多種多様の支持
体上に使用されてよい。即ち、金属、プラスチック、ガラス、セラミック、陶磁器、粘土
、コンクリート、建築用石材、人造石材、木材、紙、繊維、皮革およびこれらの材料の複
合体からの支持体が重要である。好ましくは、金属またはプラスチックからの支持体が重
要である。
【００１３】
　それに応じて、マルチコートは、数多くの工業的分野において、例えば車両ボディおよ
びその部材、内側範囲および外側範囲の車両、内側範囲および外側範囲の建築物、ドア、
窓、家具およびガラス中空体の塗装のために使用されてよく、ならびに工業的塗装の範囲
で小型部材、コイル、容器、包装品、電気工学的構造部材および白色製品の塗装のために
使用されてよい。
【００１４】
　好ましくは、マルチコートは、車両ボディ、殊に自家用車ボディまたは自動車ボディの
保護および装飾に使用される。例えば、Roempp Lexikon Lacke und Druckfarben, Georg 
Thieme Verlag, Stuttgart, New York, 1988, 第50頁,「Automobil-Lackierung」に定義
されているような、色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートの所謂自動車構造
は、一般に電着塗装、下塗り塗装、シーリング塗装または飛び石等による剥落防止ための
アンダーコート塗装、ベース塗装およびクリアー塗装からなる。
【００１５】
　自動車構造としての色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートの使用は、所謂
自動車品質を前提条件とする。これは、ドイツ連邦共和国特許第０３５２２９８号明細書
Ｂ１、第１５頁、第４２行～第１７頁第１４行の記載によれば、当該の色を与えおよび／
または効果を与えるマルチコートが
（１）高い光沢、
（２）高い結像識別可能性、
（３）高く均一な被覆能、
（４）単一の乾燥層厚、
（５）高い耐ガソリン性、
（６）高い耐溶剤性、
（７）高い耐酸性、
（８）高い硬さ、
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（９）高い耐磨耗性、
（１０）高い耐引掻性、
（１１）高い耐衝撃性、
（１２）高い中間相付着力および支持体上の付着力ならびに
（１３）高い耐候性および耐ＵＶ性
を有することを意味する。これらの前提条件は、車両ボディ上に存在する、色を与えおよ
び／または効果を与えるマルチコートを満たさなければならないだけでなく、金属から製
造されるのでなく、プラスチック、殊に繊維強化されたプラスチック、ＳＭＣ（Sheet Mo
lded Compounds）、ＢＭＣ（Bulk Moulded Compounds）、ＩＭＣ（Injection Moulded Co
mpounds）およびＲＩＭＣ（Reaction Injection Moulded Compounds）から製造される取
り付け部材、例えば保護薄板、泥よけ、ドア、トランクロームの蓋、スポイラーまたはラ
ンプの反射鏡上に存在する、色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートをも満た
さなければならない。
【００１６】
　周知のように、色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートは、電着塗装された
車両ボディまたは取り付け部材上に下塗り塗料またはシーリング材を塗装することにより
製造され、この場合これら下塗り塗料またはシーリング材は、一般にそれら自体熱的に硬
化される。次に、生じるシーリング塗膜または飛び石等による剥落防止ためのアンダーコ
ート塗膜上には、所謂ウェット－オン－ウェット被覆法で少なくとも１つ、殊に１つの水
性下塗り塗料（Ａ）および少なくとも１つ、殊に１つの液状クリアラッカー（Ｂ）が有利
に静電スプレー塗装（ＥＳＴＡ；Roempp Lexkon Lacke und Druckfarben, Georg Thieme 
Verlag, Stuttgart, New York, 1988, 第186頁, 「Elektrostatische Lackierung」およ
び第187頁, 「Elektrostatisches Spruehen」参照）によって塗布され、その後生じる層
は、常法および公知方法で共通に熱的に硬化されるかまたは熱的および化学線で硬化され
る。化学線としては、電磁線、例えば近赤外線（ＮＩＲ）、可視光線、ＵＶ線またはＸ線
、殊にＵＶ線および／または粒子線、例えば電子線を使用することができる。
【００１７】
　水性下塗り塗料（Ａ）としては、全ての通常の公知の水性塗料を使用することができ、
例えばこの水性下塗り塗料（Ａ）は、通常、殊にウェット－オン－ウェット被覆法で自動
車を量産塗装（ＯＥＭ）するための色を与えおよび／または効果を与えるマルチコートの
製造に使用される。
【００１８】
　特に好適な水性下塗り塗料（Ａ）は、例えば欧州特許出願公開第００８９４９７号明細
書Ａ１、欧州特許出願公開第０２５６５４０号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２６０
４４７号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２９７５７６号明細書Ａ１、ＷＯ　９６／１
２７４７、欧州特許出願公開第０５２３６１０号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２２
８００３号明細書A1、欧州特許出願公開第０３９７８０６号明細書Ａ１、欧州特許出願公
開第０５７４４１７号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５３１５１０号明細書Ａ１、欧
州特許出願公開第０５８１２１１号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０７０８７８８号明
細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５９３４５４号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願
公開第４３２８０９２号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２９９１４８号明細書Ａ１、
欧州特許出願公開第０３９４７３７号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５９０４８４号
明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２３４３６２号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０２
３４３６１号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５４３８１７号明細書Ａ１、ＷＯ　９５
／１４７２１、欧州特許出願公開第０５２１９２８号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０
５２２４２０号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５２２４１９号明細書Ａ１、欧州特許
出願公開第０６４９８６５号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５３６７１２号明細書Ａ
１、欧州特許出願公開第０５９６４６０号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第ー５９６４６
１号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５８４８１８号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第
０６６９３５６号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０６３４４３１号明細書Ａ１、欧州特
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許出願公開第０６７８５３６号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０３５４２６１号明細書
Ａ１、欧州特許出願公開第０４２４７０５号明細書Ａ１、ＷＯ　９７／４９７４５、ＷＯ
　９７／４９７４７、欧州特許出願公開第０４０１５６５号明細書Ａ１、欧州特許出願公
開第０４９６２０５号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０３５８９７９号明細書Ａ１、欧
州特許出願公開第４６９３８９号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３４４６
４４２号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３４０９０８０号明細書Ａ１、ド
イツ連邦共和国特許出願公開第１９５４７９４４号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出
願公開第１９７４１５５４．７号明細書Ａ１または欧州特許第０８１７６８４号明細書、
第５欄、第３１～４５行の記載から公知である。特に水性下塗り塗料（Ａ）は、少なくと
も１つのイオン性および／または非イオン性で安定化された飽和ポリウレタン、イオン性
および／または非イオン性で安定化された不飽和ポリウレタンおよび／またはオレフィン
系不飽和化合物でグラフトされた、イオン性および／または非イオン性で安定化されたポ
リウレタンを結合剤として含有する。更に、この水性下塗り塗料（Ａ）は、少なくとも１
つの架橋剤を含有することができる。有利に、架橋剤は、アミノプラスト樹脂、封鎖され
たポリイソシアネートおよびトリス（アルコキシカルボニルアミノ）トリアジンからなる
群から選択される。
【００１９】
　クリアコートを得るための液状クリアラッカー（Ｂ）としては、全ての常用で公知の一
成分系（１Ｋ）クリアラッカー、二成分系（２Ｋ）クリアラッカーまたは多成分系（３Ｋ
、４Ｋ）クリヤラッカー、粉末スラリークリヤラッカー、ＵＶ硬化性クリヤラッカーおよ
びシーラーがこれに該当する。
【００２０】
　熱硬化性の一成分系（１Ｋ）クリアラッカー、二成分系（２Ｋ）クリアラッカーまたは
多成分系（３Ｋ、４Ｋ）クリヤラッカーは、ドイツ連邦共和国特許出願公開第４２０４５
１８号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５９４０６８号明細書Ａ１、欧州特許出願公開
第０５９４０７１号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５９４１４２号明細書Ａ１、欧州
特許出願公開第０６０４９９２号明細書Ａ１または欧州特許出願公開第０５９６４６０号
明細書、国際特許出願ＷＯ　９４／１０２１１、ＷＯ　９４／１０２１２、ＷＯ　９４／
１０２１３、ＷＯ　９４／２２９６９またはＷＯ　９２／２２６１５、米国特許明細書の
米国特許第５４７４８１１号明細書Ａ１、米国特許第５３５６６６９号明細書Ａ１または
米国特許第５６０５９６５号明細書Ａ１の記載から公知である。
【００２１】
　一成分系（１Ｋ）クリアラッカー（Ｂ）、殊に溶剤含有の一成分系（１Ｋ）クリアラッ
カー（Ｂ）は、公知のヒドロキシル基含有の結合剤および架橋剤、例えば封鎖されたポリ
イソシアネート、トリス（アルコキシカルボニルアミノ）トリアジンおよび／またはアミ
ノプラスト樹脂を含有する。この一成分系（１Ｋ）クリアラッカー（Ｂ）は、もう１つの
変法において、結合剤として側位のカルバメート基および／またはアロファネート基を有
するポリマーおよび場合によっては架橋剤としてカルバメート変性されたおよび／または
アロファネート変性されたアミノプラスト樹脂を含有する（米国特許第５４７４８１１号
明細書Ａ１、米国特許第５３５６６６９号明細書Ａ１または米国特許第５６０５９６５明
細書Ａ１、国際特許出願のＷＯ　９４／１０２１１、ＷＯ　９４／１０２１２号またはＷ
Ｏ　９４／１０２１３または欧州特許出願公開第０５９４０６８号明細書Ａ１、欧州特許
出願公開第０５９４０７１号明細書Ａ１または欧州特許出願公開第０５９４１４２号明細
書Ａ１参照）。
【００２２】
　二成分系（２Ｋ）クリアラッカーまたは多成分系（３Ｋ、４Ｋ）クリヤラッカー（Ｂ）
、殊に溶剤含有の二成分系（２Ｋ）クリアラッカーまたは多成分系（３Ｋ、４Ｋ）クリヤ
ラッカー（Ｂ）は、本質的成分として公知のヒドロキシル基含有の結合剤および架橋剤と
してポリイソシアネートを含有し、この場合これら結合剤および架橋剤は、使用時まで別
個に貯蔵される。
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【００２３】
　熱硬化性の粉末スラリークリヤラッカー（Ｂ）は、例えば米国特許第４２６８５４２号
明細書Ａ１およびドイツ連邦共和国特許出願公開第１９５１８３９２号明細書Ａ１、ドイ
ツ連邦共和国特許出願公開第１９８１４４７１号明細書Ａ１およびドイツ連邦共和国特許
出願公開第１９６１３５４７号明細書Ａ１の記載から公知である。
【００２４】
　粉末スラリークリヤラッカー（Ｂ）は、公知の粉末クリヤラッカーを水性媒体中に分散
させて含有する。
【００２５】
　ＵＶ硬化性クリヤラッカー（Ｂ）は、例えば欧州特許出願公開第０９２８８００号明細
書Ａ１、欧州特許出願公開第０６３６６６９号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０４１０
２４２号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０７８３５３４号明細書Ａ１、欧州特許出願公
開第０６５０９７８号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０６５０９７９号明細書Ａ１、欧
州特許出願公開第０６５０９８５号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５４０８８４号明
細書Ａ１、欧州特許出願公開第０５６８９６７号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第００５
４５０５号明細書Ａ１または欧州特許出願公開第０００２８６６号明細書Ａ１、ドイツ連
邦共和国特許出願公開第１９７０９４６７号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開
第４２０３２７８号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３３１６５９３号明細
書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３８３６３７０号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和
国特許出願公開第２４３６１８６号明細書Ａ１またはドイツ連邦共和国特許出願公開第２
００３５７９号明細書Ａ１、国際特許出願ＷＯ　９７／４６５４９またはＷＯ　９９／１
４２５４または米国特許第５８２４３７３号明細書Ａ１、米国特許第４６７５２３４号明
細書Ａ１、米国特許第４６３４６０２号明細書Ａ１、米国特許第４４２４２５２号明細書
Ａ１、米国特許第４２０８３１３号明細書Ａ１、米国特許第４１６３８１０号明細書Ａ１
、米国特許第４１２９４８８号明細書Ａ１、米国特許第４０６４１６１号明細書Ａ１また
は米国特許第３９７４３０３号明細書Ａ１の記載から明らかである。
【００２６】
　更に、熱的に、および化学線で架橋されうるクリアラッカー（Ｂ）は、公知であり（欧
州特許出願公開第０９８２８００号明細書Ａ１、欧州特許出願公開第０８４４２８６号明
細書Ａ１、ＷＯ　９８／４０１７０およびドイツ連邦共和国特許出願公開第１９９１４８
９６号明細書Ａ１参照）、このことは、当業者によってデュアル硬化とも呼ばれている。
適当なデュアル硬化クリアラッカー（Ｂ）の例は、付加的に化学線で活性化しうる官能基
および／またはこのような官能基を有する付加的成分を含有する一成分系クリアラッカー
または二成分系クリアラッカーである。特に有利には、アクリレート基は、化学線で活性
化しうる官能基として使用される。適当な付加的成分の例は、イソシアナトアクリレート
、ウレタンアクリレートまたは多官能性アクリレート、例えばジペンタエリトリットペン
タアクリレートである。
【００２７】
　適当なシーラー（Ｂ）の例は、ドイツ連邦共和国特許出願公開第４３０３５７０号明細
書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３４０７０８７号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和
国特許出願公開第４０１１０４５号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第４０２
５２１５号明細書Ａ１、ドイツ連邦共和国特許出願公開第３８２８０９８号明細書Ａ１、
ドイツ連邦共和国特許出願公開第４０２０３１６号明細書Ａ１またはドイツ連邦共和国特
許出願公開第４１２２７４３号明細書Ａ１の記載から公知である。また、商標名ＯＲＭＯ
ＣＥＲ（登録商標）で販売されている有機変性されたセラミック材料も適当である。
【００２８】
　特に有利には、常用の一成分系クリアラッカー（Ｂ）、二成分系クリアラッカー（Ｂ）
およびデュアル硬化クリアラッカー（Ｂ）が使用される。
【００２９】
　本発明による方法の場合には、第１の処理工程で、場合によっては存在する単数または
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複数の損傷個所を清浄化および／または研磨によって調整した後に、量産塗膜（ＯＥＭ）
の外側表面は、被覆する顔料の少なくとも１つを本質的に含まないかまたは完全に含まな
い、殊に完全に顔料を含まない、下塗り塗膜（Ａ）が得られる水性下塗り塗料（Ａ）また
は水性下塗り塗料（Ａ）の１つに本質的に相当するかまたは該水性下塗り塗料（Ａ）また
は該水性下塗り塗料（Ａ）の１つに一致する水性塗料の抽出液を空気圧スプレー塗装する
（Roempp Lexikon Lacke und Druckfarben, Georg Thieme Verlag, Stuttgart, New York
, 1988, 第537頁, 「Spritzpistole」参照）ことによって塗布される。
【００３０】
　更に、水性塗料は、工業的性質に影響を与える本質的成分の点で２つの塗料が本質的に
一致するかまたは完全に一致する場合に、水性下塗り塗料（Ａ）として「本質的に相応す
る」と見なされる。
【００３１】
　従って、抽出液は、本発明の範囲内で、同一の結合剤ならびに場合によっては同一の架
橋剤、例えば当該の水性下塗り塗料（Ａ）を含有する被覆剤である。結合剤ならびに場合
によっては抽出液中の架橋剤の濃度は、基礎となる水性下塗り塗料（Ａ）の濃度と区別す
ることができるかまたは同一であってもよい。特に、抽出液中で、相応する水性下塗り塗
料（Ａ）よりも僅かな濃度が使用される。更に、抽出液は、同一の添加剤を当該の水性下
塗り塗料（Ａ）と同一の量または異なる量で含有することができ、この場合には、摩擦樹
脂の使用は、断念することができる。また、水性下塗り塗料（Ａ）中で使用されるものと
は別の添加剤を使用してもよい。
【００３２】
　本発明の範囲内で、「被覆する顔料を本質的に含まない」とは、当該の抽出液が全体量
に対して２０質量％まで、有利に１０質量％まで、殊に５質量％までの被覆する着色顔料
を含有することができることを意味し、それというのも、これは、マルチコート、殊に量
産塗膜の大面積の上塗りの場合に色調の適応を簡易化することができる。しかし、好まし
くは、抽出液は、被覆する顔料を完全に含まない、被覆する透明塗料を塗布する顔料を含
有しないクリアラッカーである。殊に、抽出液は、顔料を含まないクリアラッカーである
。
【００３３】
　本発明にとって、抽出液が前記の意味で水性下塗り塗料（Ａ）または水性下塗り塗料（
Ａ）の１つに相当することは、本質的なことであり、この場合該水性下塗り塗料（Ａ）ま
たは該水性下塗り塗料（Ａ）の１つからは、マルチコートの下塗り塗膜（Ａ）が得られて
いる。
【００３４】
　抽出液は、第１の処理工程で空気圧により塗装され、この場合スプレー塗装は、有利に
２．５～５バールのスプレー圧力で実施される。好ましくは、抽出液は、硬化後に最後の
処理工程で２～５０μｍ、特に有利に５～４５μｍ、殊に５～４０μｍの乾燥層厚が生じ
る程度に全層厚で塗布される。
【００３５】
　抽出液から生じる層は、第２の処理工程で脱気されおよび／または乾燥され、この場合
には、この層は、完全には硬化されない。
【００３６】
　本発明によれば、脱気されたおよび／または乾燥された層は、本発明による方法のさら
に進行中に、下塗り塗膜（Ａ）が得られる水性下塗り塗料（Ａ）または水性下塗り塗料（
Ａ）の１つに本質的に相当するかまたは該水性下塗り塗料（Ａ）または該水性下塗り塗料
（Ａ）の１つに一致する水性塗料を空気圧スプレー塗装によって減少されたスプレー圧力
で被覆される。水性塗料は、工業的性質に影響を与える本質的成分の点で２つの塗料が本
質的に一致するかまたは完全に一致する場合に、水性下塗り塗料（Ａ）として「本質的に
相応する」と見なされる。
【００３７】
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　好ましくは、０．３～２．３バール、有利に０．３～２バール、特に有利に０．３～１
．８バール、殊に０．５～０．９バールのスプレー圧力が使用される。
【００３８】
　好ましくは、水性塗料は、硬化後に最後の処理工程で全部で５～５０μｍ、有利に７．
５～４０μｍ、殊に１０～３０μｍの乾燥層厚が生じる程度に全湿式層厚で塗布される。
【００３９】
　生じる水性下塗り塗料層は、直ぐ次の処理工程で脱気されおよび／または乾燥され、こ
の場合には、この水性下塗り塗料層は、完全に硬化することはない。
【００４０】
　抽出液および水性塗料からの前記層の脱気および／または乾燥は、通常の方法および公
知方法で層の温度の上昇、層上への層状の空気流の導入および／または周囲大気中での空
気湿分の減少によって促進させることができる。
【００４１】
　本発明によれば、脱気されおよび／または乾燥された水性下塗り塗料層は、もう１つの
処理工程で少なくとも１つ、殊に１つの液状クリアラッカーで被覆される。
【００４２】
　好ましくは、熱的および／または化学線で、有利に熱的にかまたは熱的におよび化学線
で硬化可能な液状クリアラッカーが使用される。特に好ましくは、前記の水性または常用
の、殊に常用の一成分系クリアラッカー（Ｂ）、二成分系クリアラッカー（Ｂ）またはデ
ュアル硬化クリアラッカー（Ｂ）に本質的に相当するかまたは前記の水性または常用の、
殊に常用の一成分系クリアラッカー（Ｂ）、二成分系クリアラッカー（Ｂ）またはデュア
ル硬化クリアラッカー（Ｂ）に一致するクリアラッカーが使用される。クリアラッカーお
よびクリアラッカー（Ｂ）は、これらクリアラッカーおよびクリアラッカー（Ｂ）が工業
的性質に影響を与える本質的成分の点で本質的に一致するかまたは完全に一致する場合に
、相互に「本質的に相応する」と見なされる。特に好ましくは、クリアラッカーは、マル
チコートのクリアコート（Ｂ）が得られるクリアラッカー（Ｂ）と一致する。
【００４３】
　好ましくは、空気圧スプレー塗装は、２．５～５バールのスプレー圧力で行なわれる。
【００４４】
　好ましくは、生じる単数または複数のクリアラッカー層は、硬化後に最後の処理工程で
１０～１００μｍ、特に有利に１５～８０μｍ、特に有利に２０～７０μｍ、殊に２５～
６０μｍの全乾燥層厚が生じる程度に全湿式層厚で塗布される。好ましくは、単数または
複数のクリアラッカー層は、硬化後に最後の処理工程で通常の公知方法で脱気されおよび
／または乾燥され、この場合前記の方法は、脱気および／または乾燥の促進に使用される
ことができる。
【００４５】
　本発明によれば、最後の処理工程で生じるクリアラッカー層、水性下塗り塗料層および
抽出液からの層ならびに他の場合によっては存在する未硬化層は、共通に硬化される。好
ましくは、層は、熱的にかまたは熱的におよび化学線で硬化され、この場合には、通常の
公知方法および装置を使用することができる。
【００４６】
　本発明による方法は、損傷を受けていないマルチコート、殊に量産塗膜（ＯＥＭ）およ
び損傷を受けたマルチコート、殊に量産塗膜（ＯＥＭ）を全面で上塗りするために使用さ
れることができる。損傷を受けたマルチコートの場合には、損傷個所ならびに全ての境界
領域、例えば縁部または装飾条痕は、限界に達するまで上塗りされる。
【００４７】
　生じる第２の塗膜は、卓越してマルチコート上に付着し、望ましくない色調のずれおよ
び／または光学的効果、殊にメタリック効果の変化を全く有しない。更に、本発明による
方法は、特に経済的である。それというのも、水性下塗り塗料（Ａ）の抽出液の製造には
、水性下塗り塗料（Ａ）と同一の出発物質が使用され、第２の塗膜の製造には、マルチコ
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ートの製造と同じ水性下塗り塗料（Ａ）が使用されるからである。第２の塗膜の製造にマ
ルチコート（ＯＥＭ）のクリアコート（Ｂ）の製造と同じクリアラッカーが使用される場
合には、経済性は、さらになお上昇させることができる。それによって、全体的に塗装工
場における貯蔵管理は、著しく簡易化されうる。
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